
　LPガス事業以外に主力事業のガソリンスタンドでの石油や石油製品の
販売を福山市内で行っている松永瓦斯株式会社は、顧客件数3,200件を超
え、出光興産株式会社の全国優秀販売店13年連続表彰など輝かしい実績
を持つ。経営理念に顧客や従業員の満足に加え、従業員の家族の満足をも
掲げる同社は、新しいことへの挑戦意欲溢れる社風で、これからも地域か
ら信頼される企業を目指す。

松永瓦斯株式会社

　「補助金事業での設置は500件
であったが、仮に事業採択されな
くても設置は着実に進めていた。
導入は確実に業務の効率化につ
ながるものであると考えており、
今後の設置ペースも投資に見
合った回収を精査したうえで、会
社の身の丈に合った形で進めて
いきたい」と森上仁詞専務取締役
は話す。また、福山市松永町をコ
アエリアとするコンパクトな範囲
での事業特性もあり、LPWA通信
システムの普及による認定につ
いては、「今すぐにでも必要とは考えていない」と一線を画す。
　一般の顧客500件に設置したが、まずは検針を行う各担当者が難易度（移
動距離や時間、その他障害の有無など）により選定。現状集金をしている顧客
を除き、最終的には入社以来すべての顧客の検針実績を持ち、営業エリアを
隈なく把握しているLPガス部の神原幸治部長が選定した。
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　導入による狙いは検針に要していた時間を他の業務に生かすこと。その効
果を具体的に示すことは難しいが、ガス機器等販売実績や修理点検実績は
確実に向上しているという。特に機器販売では、昨今の社会情勢によるマイナ
ス面を差し引いても成果は明らかであるという。「自動検針にして生み出され
る時間を、点検などで伺った際のお客さまとの商談にもっと充ててもらえれ
ば、当社と今以上に親密になり、愛していただける」と、顧客と家族のような関
係作りを神原部長はイメージする。設置対象の顧客には、対面による接点を
重視する観点から、基本的にはすべて口頭で説明を行った。

　苦労した点は、「申請作業」と「設置工事作業」であった。終始ガスメーター
で日頃から付き合いのあるメーカー担当者の協力が大きかったが、申請作業
は簡単なものではなかった。また、取付工事では通常業務との調整に苦労し
たものの、「取付現場を熟知する神原部長とメーカー担当者の指示、指導で
何とか乗り越えることができた」と森上専務取締役は安堵する。
　

お客さまとの関係を濃密な対話を通して築く

振り返れば苦労が浮かぶが、社内外のタッグで乗り越えた








